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  「真の豊かさ」とは  
 真 の「豊かさ」とは？

真の「しあわせ」とは？  

この命題はこれまでも多

くの人に語られてきまし

た。その人の価値観によ

って大きくは２極に分か

れる問題です。それは、

「物質的豊かさ」と「精

神的豊かさ」です。  
 前 者の「物質的豊かさ」

は、戦後、物資の乏しく、

貧しい生活から、多くの

人が逃れたいと求めてき

た「豊かさ」です。戦後

の著しい復興、科学技術

の進展はわが国に大きな

「物質的豊かさ」をもた

らせました。これは科学

技術の進む限り、どこま

でも尽きることのない欲

求として人間は持ち続け

るでしょう。人間だけが

追求する欲求といえるで

しょう。今、私たちは「物

質的豊かさ」を得た裏側

で、その負の遺産として、

地球温暖化を始め、人類

の生存にも関わる様々な

環境問題に直面していま

す。このことは大変大き

な問題として、すべての  
人が考えなければならな  
い問題です。ある国では、 
わずかなお金で一本の井  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸を掘り、水を与えられ

ることで、大きな喜びと

幸せを感じることができ

る人々がおられます。あ

るところでは、勉強した

くとも、施設も先生もい

ず、１年に１回循環して

やってくる移動学校を待

ち望んでいる子供たちに

とっては、そのときほど

大きな喜びを感じている

時はないのではないかと

思われます。「物質的豊か

さ」は状況によって、わ

ずかなことで幸せを感じ

ることができますが、限

りない質と量への欲求に

つながっていきます。                             
 ま た、豊かさとは、お

金さえあれば、何でもで

きると思う人もいるでし

ょう。しかし普通のまじ

めな人は、仕事せずに趣

味三昧の生活に幸せを、

真の豊かさを感じること

ができるでしょうか。決

して経済的に豊かでなく

とも、家族が健康で、楽

しく思える生活が送れる

ことに幸せを感じる人も

多いと思います。このよ

うな心の幸せを感じる人

は、同時に心に「豊かさ」

を感じて生活していると

思います。これが「精神

的豊かさ」です。この「精

神的豊かさ」にはまた質  
の異なるものがあります。

例えば自分の好きな音楽

や演劇を鑑賞し、静かに

読書を楽しむこと、この  
ような文化的な時を享受

できることに、「豊かさ」

を感じる人もいます。  
 
 

 ヨ ーロッパ人やアメリ

カ人は働いて、お金を貯

め、長期の休暇を取って、

家族一緒に、一カ所での

んびりと時を過ごすこと

に「豊かさ」を満喫する

人たちがいます。私たち

多くの日本人は、お盆、

お正月の数日間の休暇を、

満員の新幹線に乗り、ま

た渋滞する高速道路を走

って帰省する。同じ休暇

を過ごすにも何か「豊か

さ」の質に違いがあるこ

とを感じます。  
 結 局、真の「豊かさ」

とは、これという定義が

あるわけではなく、一人

一人の価値観や心の持ち

方にあります。言い換え

れ ば 自 分 で 満 足 で き る

「形」を見つけ、実践で

きるところに真の「豊か

さ」を感じることができ

るのです。「豊かさ」は他

人に強制はできないし、

同時に自分の「豊かさ」

を他人に押しつけること

もできないのです。  
 こ こで注意すべきこと

は、自分の「豊かさ」を

享受するために他人に迷

惑をかけてはいけないこ

とです。また「豊かさ」

は一人一人異なるとはい

え、人間共通に必要な最

低限の「豊かさ」がある

ことを忘れてはならない

し、これは文化国家とし

て、国家が守らなければ

ならないこともあるとい

うことです。  
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